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Welcome!

・ 着席されたら、名札に名前（ニックネーム）を書いてください

・ エリアミーティングの様子は、記録や公式HP等での公開のため

写真及び動画を撮影させていただきます

配慮が必要な方は、お手数ですが事務局までお申し出ください

書けたら名札ホルダーに入れて身に着けてお待ちください



令 和 ６ 年 度 第 2 回
寺小地区MTG
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S T A R T



は じ め に
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多摩市協創推進室長

田島 元



協創 とは

● 子どもたち （小中学生）
● 若者 （高校生、大学生、社会人）
● 現役世代・子育て世代 （３０代～５０代）
● シニア世代 （６０代～）

多世代
の
参画

● コミュニティの醸成、地域の活性化
● 子育て、高齢、障がい、生活困窮者対策
● 教育、青少年の健全育成
● まちづくり、環境との共生

多分野
の
協働

誰もがつながり合える（多世代共生型）コミュニティ

様々な地域課題の解決 ＋
新たなまちの魅力や地域の価値が創造

多世代にわたる参画

多分野における協働

が生まれ、これが広がりをもつことによって、

が創出されることで、

されること

自治基本条例に
盛り込みました

市の執行機関による必要な環境整備 （地域で協創を実現するためのしくみ・しかけづくり）

地域を 「支える」 地域を 「つなぐ」 地域の中で 「掘り起こす」
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ワークショップSTART！



・ペアワーク

自分を知る「ゲーム」の体験

・グループワーク

地域で「やってみたい！」と思うアイデア出し

6

本 日 の 流 れ
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令和６年度エリアミーティング 予定

第1回 令和６年
６月３０日（日）

第2回 令和６年
11月10日（日）

第３回 令和７年
3月予定

まちづくり
シミュレーション
ゲーム体験

今後の地域での
取組みについて
考えるきっかけ

自分の得意や興味関心
を知ろう

地域で実践したい
アイデア出し

多世代・多分野
の地域の方同
士で、アイデア
を実践してみ
よう！
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■令和6年度第１回寺小地区MTG

エリアミーティング
6/30（日）10時～12時 開催
○参加者 38人 （無作為11人、高校生5人、小学生5人、

その他（R4わがまち学習講座参加者 等）
参加者中30人が40代以下）

○テーマ
・まちづくりシミュレーションゲームの体験
・ゲーム振り返り、目指す地域について

○アンケート・参加者の声
８割が次も参加意向（回答37名）
・様々な年代、背景をお持ちの方と話すことで、
自分と違う感覚や意見を聞けて面白かった。
・普段交流することのない市民の方々と一緒に活動できて、
貴重な体験ができた。
・どれも大切で事業の取捨選択が難しかった。
・初めは話せるか心配だったが、話し始めると
こんな事を考えているんだなと意外な気付きがあった。
・地域で顔が見える関係をつくって、コミュニケーションを
取っていきたい。



アイスブレイク
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まずは



今日呼んで

欲しい

ニック

ネーム

今日参加

した理由

意気込み

多摩市の
好きな
ところ
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自 分 を 知 る 「 ゲ ー ム 」 の 体 験

Ｖ Ｒ Ｔ カ ー ド で の 自 己 分 析
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どちらでもない？

古い地層から化石や骨を

集め、恐竜や昔の

生き物の生活を調べる

２ 部品を組み立てて機械を

作る

１

家具や照明など、部屋の

インテリアのデザインを

する

３

ＶＲＴカード ①－１カード振り分け
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６

ＶＲＴカード ①ー2結果集計
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ＶＲＴカード ②カード並び替え

結 果 の 集 計 が 終 わ っ た ら 、

「 １ 」 ～ 「 ５ ４ 」 の 順 番 に 並 び 替 え て く だ さ い ！

家具や照明など、部屋の

インテリアのデザインを

する

３古い地層から化石や骨を

集め、恐竜や昔の

生き物の生活を調べる

２
部品を組み立てて機械を

作る

１
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どちらでもない？

古い地層から化石や骨を

集め、恐竜や昔の

生き物の生活を調べる

２ 部品を組み立てて機械を

作る

１

家具や照明など、部屋の

インテリアのデザインを

する

３

ＶＲＴカード ③ー１カード振り分け
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６

ＶＲＴカード ③ ー ２ 結 果 集 計
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ＶＲＴカード ④カード並び替え

結 果 の 集 計 が 終 わ っ た ら 、

「 １ 」 ～ 「 ５ ４ 」 の 順 番 に 並 び 替 え て く だ さ い ！

家具や照明など、部屋の

インテリアのデザインを

する

３古い地層から化石や骨を

集め、恐竜や昔の

生き物の生活を調べる

２
部品を組み立てて機械を

作る

１
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どちらでもない？

古い地層から化石や骨を

集め、恐竜や昔の

生き物の生活を調べる

２ 部品を組み立てて機械を

作る

１

家具や照明など、部屋の

インテリアのデザインを

する

３

ＶＲＴカード ⑤ー１カード振り分け
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６

ＶＲＴカード ⑤ー２結果集計

①自信がある
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ＶＲＴカード ⑥カード並び替え

結 果 の 集 計 が 終 わ っ た ら 、

「 １ 」 ～ 「 ５ ４ 」 の 順 番 に 並 び 替 え て く だ さ い ！

家具や照明など、部屋の

インテリアのデザインを

する

３古い地層から化石や骨を

集め、恐竜や昔の

生き物の生活を調べる

２
部品を組み立てて機械を

作る

１



21

どちらでもない？

古い地層から化石や骨を

集め、恐竜や昔の

生き物の生活を調べる

２ 部品を組み立てて機械を

作る

１

家具や照明など、部屋の

インテリアのデザインを

する

３

ＶＲＴカード ⑦ー１カード振り分け
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６

ＶＲＴカード ⑦ー２結果集計

①自信がある



Ｒ
Ｃ

Ｓ

Ａ
Ｉ

現実的領域 研究的領域

慣習的領域
芸術的領域

企業的領域 社会的領域 23

Ｅ

● アメリカの心理学者ホランドが、

人の基本的な性格を６つのタイプに

分けたものがＲＩＡＳＥＣ

● 「やりたい」の枚数が多い領域ほど

興味があることが想定できる

ＲＩＡＳＥＣ
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⑧ 振 り 返 りＶＲＴカード

・このVRTカードを経験して出てきた結果は自分の予想通りの

ものでしたか？

・「興味」と「自信」では、それぞれ領域に違いがありましたか？

・あなたの特性はどのような場面で活かすことができそうですか？



第2回 エリアミーティング

中央大学
中村大輔経済学ゼミ
2024/11/10



ゼミ紹介：中村大輔経済学ゼミ

快適な暮らしのための

地域の雰囲気醸成につながる取り組みを

本学の連携協定先である多摩市とともに共同

研究として手がけております。



これまでのゼミ活動



これまで／これからのゼミ活動

・地域住民アンケート

・エリアミーティング

・ミニプロジェクト

・J：com取材対応

令和６年度（2024）

・エリアミーティングを2分割

・第一回ミーティングと第一回協創ミー

ティング：アイスブレイク的

・地域活動とのかかわり

～今後のゼミ活動～

・第３回エリア／協創合同ミーティング

・経済研究所セミナー

・ゼミ学生とミニプロジェクト

既存地域活動団体との連携

・寺子屋構想、農園プロジェクト



グループワーク

目的：VRTカードから感じた「やってみたい！」と思う
アイディアを出してみよう！

・予算や時間等の制約を一度取り払って考えてみよう！

・日常で不便に思っていること、困っていることはないか
考えて話し合ってみよう！

・趣味について雑談をしてみよう！

アイディア出しに詰まったら・・・

話し合い１週目

話し合い２週目

各グループ１つ
アイディアを発表

１５分

１５分

１０分



VRTカードと地域活動の関連性

イロイロな視点で物事を捉えたい！

緑地保全地域が新しく商業施設になります。

賛成満票

同じ考えしかいない場合・・・



VRTカードと地域活動の関連性

イロイロな視点で物事を捉えたい！

緑地保全地域が新しく商業施設になります。

ちょうどいい土地知ってるよ！

様々な視点 ver.

その地域の緑は残したい。

交通の便を考えると
Bエリアの方がいいよね！

様々な考えを持ったひとがいる場合・・・



話し合い１週目

話し合い２週目

各グループ１つ
アイディアを発表

１５分

１５分

１０分

グループワーク



オープンチャット

今日の内容をまとめた
記事を掲載します！



総括

「地域を支える」

「地域に支えられる」

双方向的



おわりにおわりに



おわりにおわりに



おわりにおわりに



おわりにおわりに



おわりにおわりに



おわりに



おわりに



おわりに



お わ り に
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中央大学国際経営学部

中村 大輔 教授
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本日のアンケートはこちらからご回答ください！
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ワークショップ F ＩN ＩSH！


